
PCベース制御のためのガイド

Q & A





自動化ソリューションを構築または拡張するためにPCベース制御を選択

することは、産業用制御アプリケーションにとって有効なオプションで

す。M M I や情報処理と制御システムの統合が簡単であること、初期コスト

が安価であること、真にオープンな環境を構築できるなどのさまざま理由

から、ユーザはプログラマブルコントローラではなくパーソナルコン

ピュータを制御システム用に選択するユーザが増えつつあります。彼ら

は、制御システムの成功の鍵(すなわちPCベース制御とPLCベース制御のど

ちらを選択するか) とは、最新の高度なテクノロジを採用しているかどうか

ではなく、アプリケーションのニーズに最適かどうかであることを認識し

ています。ここでは、産業用PC上で制御機能を実行するにあたって、現在

最も信頼性が高いWindows NTを取り上げます。近い将来的、Windows CE

が別の選択肢として登場するでしょう。
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これは非常に幅広い質問であり、さまざまな答えが

考えられますが、制御は本質的に3 つに大別するこ

とができます。第1 のディスクリート制御では、プ

ログラマブル・ロジック・コントローラ(PLC)がソ

リューションの中心となります。第2 のモーション

制御は、PLCシステムと統合できますが、通常はス

タンドアロンとして使用されます。第3 のプロセス

制御は、大きなカテゴリであり、通常、バッチ処理

ではPLCとソフトウェアを組合せたソリューション

として、連続プロセス処理では分散制御システム

(DCS)として提供されます。

P C ベース制御は比較的新しいテクノロジですが、

単独のシステムとしても、統合的なソリューション

の一部としても、ディスクリート制御、モーション

制御、およびプロセス制御にソリューションを提供

することができます。

最も簡単に定義すると、P C ベース制御とはパーソ

ナルコンピュータとソフト( ソフトウェア) コント

ローラを組み合わせることです。ソフトコントロー

ラは、専用プログラマブルコントローラや分散制御

システムで行なわれている制御機能をソフトウェア

化して、P C 上で実行します。このソリューション

では、標準のP C を使用することにより、次の利点

があげられます。
� 標準のオペレーティングシステムと統合できる
� 情報の流れがよりスムーズになる

現在、どのような制御オプションが
ありますか？

PCベース制御とは何ですか？
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� PCのコマーシャルテクノロジの急速な発展を利

用できる
� サード・パーティ・ベンダのソフトウェアを使

用できる

ソフトP L C は制御のみを対象としていますが、P C

ベース制御は制御、モーション、CNCなどを提供す

る統合的なソリューションです。さらに、SCADAは

密接にオペレーティングシステム上に統合されてい

るため、特定のニーズを満たすためにユーザ自身で

機能を強化できます。したがって、ソフトPLCはPC

ベース制御ソリューションの一部です。

ソフトエンジンを購入すると、特定のオペレーティ

ングシステムで動作するように構築されています。

オペレーティングシステムは、プロセッサとメモリ

と周辺装置の間で情報の流れを定義するためのソフ

トウェアです。

標準のWindows NTは、PCベース制御に対して最も

統合的でオープンなアプローチを提供します。ソフ

トコントローラが標準のN T システムに統合され、

多数の制御アプリケーションで許容可能なデターミ

ニズム(定時応答性)と速度が提供されます。

このアプローチの主な利点は、Windows NTオペ

レーティングシステムに対して何も変更を加えてい

ないため、アップグレードが簡単であることです。

そのため、真にオープンな作業環境が実現します。

ソフトPLCとPCベース制御の違いは
何ですか？

PCベース制御には、どのようなタイプが
ありますか？
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標準のWindows NTは、多くのソフトウェア製品を

マシン制御システムと統合化する( これがオープン

の最終的なゴールです) ためのプラットフォームを

提供できる点で優れています。コマーシャルテク

ノロジの発展が急速であることから、これは重要

な問題となります。

標準のテクノロジに基づくオープンな制御システ

ムの主な利点は、エンジニアが機能を容易に拡張

できることです。

このソリューションは、N T自体ではなく、システ

ムの中心に制御を置きます。アレン・ブラドリー

のSoftLogix 5コントローラは、標準のNTソリュー

ションの一例です。

第2のオプションは、Windows NTオペレーティング

システムとパラレルに動作するリアルタイムエクス

テンションとI / O を提供します。リアルタイムエク

ステンションは、サードパーティによって作成され

るWindows NT上でのデターミニズム制御を保証す

るソフトウェアです。カーネルで予想外の例外が発

生した後も、リアルタイム・エグゼクティブ・セー

フティが動作しつづけることを保証する方法でシス

テム内のメモリが分割されていることをベンダが要

求するため、これらは高度なセキュリティを必要と

する場合に信頼性があります。これは、オペレー

ティングシステムやハードウェアのフォルトが発生

した場合にシステムの動作を継続しないように設計
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されているという事実に反して、「ブルースクリー

ン」を無効にします。

このアプローチの利点は、システムおよび速度の

デターミニズムです( ここで注意すべきことは、構

成されたシステムではなく、PCベースコントロー

ラ自体のデターミニズムについてのみ言及してい

ます)。

これは、利用可能なオプションの中で、最も統合化

されていないオプションです。さらに、リアルタイ

ムエクステンションは、N T ハードウェア割込みを

マスクしなければならないため、N T システムの

カーネルを「騙して」アップデートしています。シ

ステムのフォルトをトラブルシューティングする場

合、これは特に重要な問題となります。たとえば、

標準のN T 構成でよく発生するビデオカードのフォ

ルトは、リアルタイムエクステンションの場合でも

同様に発生しますが、ブルースクリーンが表示され

ないリアルタイムエクステンションでは、問題の検

出と解決が容易ではありません。

第3 のオプションでは、N T システムとのマスタ/ ス

レーブ関係で動作するリアルタイムエクステンショ

ンを使用しますが、NTシステムはスレーブです。こ

の場合、リアルタイムエクステンションはWindows

NTに組み込まれているため、より統合的なアプロー

チを提供します。したがって、デターミニズムと高

速性を兼ね備えたシステムが実現します。



Q & A
修正されたWindows NTソリューションの欠点を理

解することは非常に重要です。
� 新しいドライバが追加されたりN T の新しいリ

ビジョンやサービスパックが開発されるたびに

システムをアップデートすることは、ユーザに

とって非常に困難です。
� 制御エンジンと修正されたN T ソリューション

の両方について、システムの適切なジョブと復

帰テストを実行するのは困難です。
� 修正されたN T ソリューションで近く実現され

る「プラグ・アンド・プレイ」テクノロジを使

用することは、技術的に困難です。
� 修正されたN T ソリューションでは、リビジョ

ンに下位互換性があるかどうかは疑問です。

MicrosoftのサービスパックがNTカーネルを修

正する場合は、特に疑問です。
� システムには、さまざまな利点がありますが、

真にオープンではありません。本質的に避けた

かったことはベンダ独自のテクノロジをベース

にしたシステムがもたらす制限事項であったに

もかかわらず、このP C ベースシステムのソ

リューションでは、全く同様の制限事項に直面

しています。

さらに、PCテクノロジの進歩により、修正された

N Tが不要になりつつあります。この議論が始まっ

た頃、最先端のPCテクノロジは100MHzで動作す

るPen t i umプロセッサに基づいていました。現在

は、各プロセッサが450MHzで動作するデュアルプ

ロセッサPentium IIシステムを低コストで実行する
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ことができます。デュアルプロセッサを使用する

ことにより、N Tの大部分がメインメモリにロード

されてディスクスワップが減少すると共に、制御

ロジックを他のプロセスと分離させて実行するこ

とができます。

ハードリアルタイムの場合、プログラムコードの

ワースト・ケース・パスをトレースすることによ

り、システムの性能を実証する必要があります。

ソフトリアルタイムを有するシステムには、実証

されたものではなく、観察されたワーストケース

性能があります。どちらの場合も、リアルタイム

性はアプリケーション自体の機能です。ハードリ

アルタイムとしてアプリケーションを測定するた

めの決定的な数値はありません。たとえば、プロ

セス制御システムのリアルタイムは、アプリケー

ション自体の性質により、通常はディスクリート

制御のリアルタイムよりも遅くなります。

この質問に対して簡単な答えはありません。あな

たは、たくさんの質問に答えて、どの制御システ

ムのタイプが必要であるかを判断するためのロー

ドマップを作成しなければなりません。

アプリケーションの速度

アプリケーションの速度はどのぐらいですか？ど

のぐらいの反応時間が必要ですか？

ソフトリアルタイムとハード
リアルタイムの違いは何ですか？

理想的なPCベース制御ソリューションは
ないように思います。私のアプリケー
ションに合ったシステムを選択するに
は、どうしたらいいでしょうか？



Q & A
統合性

データをデータベース、MISシステム、スプレッド

シートなどに交換する必要がありますか？ソ

リューションを既存の制御システムと統合する必

要がありますか？

オープン性

制御システムでサードパーティ製品を使用する必

要がありますか？単一または複数のハードウェア/

ソフトウェアベンダの製品を使用しますか？これ

らをカスタマイズする必要がありますか？

PCの利用

ソフトコントローラとして使用するPCで何を実行

しますか？制御専用に使用しますか、それとも

SCADAやMISなどを同時に実行しますか？

NTオペレーティングシステム

N Tの操作にどの程度精通していますか？アップグ

レードが容易な点を保証したいですか、それとも

より高度なエンジニアリングの知識と時間を投資

して、システムをアップデートしたいですか？

これらの質問に答えることは、修正されたN T シス

テムと標準のN T システムのどちらがシステムに最

適であるかを決定するための手助けとなります。こ

れは、ロードマップを作成するための大切な第一歩

です。次に、リスクを評価する必要があります。
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P Cベースシステムにより、様々なコンポーネント

とソフトウェアを組合せることができます。これ

は、システムに障害が発生した場合、いずれかの

コンポーネントに責任があることを意味していま

す。ベンダの責任を少なくして、ユーザが大きな

リスクを負うという方法があります。これは、ベ

ンダは製品を提供するだけで、システムをサポー

トしないことを意味します。つまり、システムを

保守およびサポートする責任をユーザが負うので

す。システムを統合してカスタマイズする自信が

ある場合や、サードパーティベンダ製品を購入し

たい場合、これは理にかなった選択です。

PCベース制御にはどのようなリスクが
ありますか？

一般に、安全なソリューションを実現するには、シ

ステムがオープンで柔軟性が高いほど、投資前のプ

ラニングに多くの時間が必要になります。リスクと

責任について理解することは、プラニングに役立ち

ます。
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もう１つの方法として、ベンダの責任を重くし

て、ユーザの責任を軽くすることもできます。こ

のオプションを選択すると、最初はコンポーネン

トコストが高くなりますが、長期的にはサポート

および保守の観点からコストが低くなります。

また、PCベース制御ソリューションでは、リスク

と責任の一部であるサポートが不透明になるおそ

れがあります。サポート契約を提供するベンダの

ソリューションを購入すると、エンドユーザのリ

スクと責任が軽減されます。システムが各種ベン

ダの製品によってカスタマイズされるほど、ベン

ダの責任が軽くなり、サポートのリスクがエンド

ユーザ側に渡されます。特に、社内の人々が複雑

なシステムのトラブルシューティングや機器修理

に精通していない場合、外部サポートのコストも

かかります。予期しないコストや保守責任を避け

るには、システムを選択する前に、社員の能力や

トレーニングの必要性について評価することが重

要です。

前述のガイドラインに従ってロードマップを作成

し、リスクと責任に関する評価を行なったら、次

にベンダを選択します。

ソリューションの最終的な性能は、使用するコン

ポーネントの統合性です。PCベースコントローラ

本体を正しく選択するだけでは不十分です。交換

部品はシステムの性能と互換性に大きな影響を及

リスクを避けるには、
どうしたらいいですか？
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ぼすため、PCベンダを正しく選択する必要があり

ます。また、ハード・リアルタイム・ドライバと

ソフト・リアルタイム・ドライバは、どちらも損

傷しやすいため、ドライバも慎重に選択してくだ

さい。

全体的なソリューションを検討してください。た

とえば、ロックウェル・オートメーションでは、

SoftLogix PCベースのコントローラとの併用につい

てテスト済みの産業用PCを提供しています。検討

すべきその他の項目は、次のとおりです。
� どのソフトウェアベンダを使用すべきか？
� ソリューションをグローバルにサポートすべき

か、ローカルにサポートするだけでよいか？
� ソリューションはP C ベースだけにするか、そ

れともPCベース制御エレメントとPLCまたは

DCSシステムを統合させるのか？

ロックウェル・オートメーションは、単なるP C

ベース制御ベンダではありません。当社は、プロ

セス制御ソリューションに特記したP L C コント

ローラからPCベース制御製品であるオープンコン

トローラまで、制御ソリューションを幅広く提供

しています。このような幅広い製品構成により、

お客さまのあらゆるご希望にお応えすることがで

きます。ベンダを選定する場合、このことが重要

な検討事項となります。

ロックウェル・オートメーションが提供
しているPCベース制御は、上述の基準に
どのように適合していますか？
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アレン・ブラドリーのSoftLogixの利点
と機能は何ですか？

標準のNT

標準のN T により、制御ソリューションの統合性と

アップグレードが保証されます。

テストタイム

標準のN T ソリューションにおいて、デターミニズ

ムの問題に関連します。テストタイムは、ソフトコ

ントローラ自体のデターミニズムだけでなく、構成

されたシステムのデターミニズムの向上に努め

ます。

Library Builder

Library Builderにより、ラダー・ロジック・プロ

グラミングと新しいデータ構造の定義を使用し

て、新しい機能を作成することができます。

Library Builderは、システムに必要なパラメータ

を自動的に作成するため、プログラミングと開

発の時間が削減されます。

他のアプリケーションとのデータ共有

RSSideWinderXというロックウェル・ソフトウェア

製品(MicrosoftのActiveXコントロール)は、SoftLogix

コントローラとの間でデータを送信および受信する

ことができます。RSSideWinderXは、Visual Basic

(またはOLE互換のコンテナ)で使用可能なOLEオー

トメーションサーバとして機能して、データファイ

ルやロジックプログラムとのグラフィカルインター

フェイスを作成します。この機能を追加すると、ア

プリケーションでボタンをクリックするだけで、

RSSideWinderXにアクセスできます。
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RSSideWinderXにより、SoftLogix制御システムと

のデータ共有速度が大幅に高速化されます。たとえ

ば、SCADAシステムでRSSideWinderXを使用する

と、スループット時間が数マイクロ秒に短縮され

ます。

産業用ソフトウェア

SoftLogixは、ロックウェル・ソフトウェアの産業用

ソフトウェア製品とシームレスに接続します。ま

た、アレン・ブラドリーのPLC-5プログラマブルコ

ントローラと同様の機能を提供します。これによ

り、既存のPLC-5ユーザは、プログラムコードを追

加したりトレーニングを受けたりすることなく、ア

プリケーションをSoftLogixで再利用することができ

ます。

ローカルPCI

これは、SoftLogixベースの制御システムとアレン・

ブラドリーのSLCコントローラベースのシステムを

簡単に統合できるローカルI / O カードです。ローカ

ルPCIには、SLCバックプレーンへのアクセスがあ

るため、SLCのI /Oとリモートでスキャンすること

ができます。

ネットワークサポート

SoftLogixは、DeviceNet, ControlNet, Ethernetなど、

各種ネットワークとの通信をサポートしています。
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